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表紙から

人口減少の
真実甘く見るな！ 

本当の怖さ

本格的な人口減少時代に
突入する日本。われわれ
が真剣に向き合うべき危
機の本質。
aflo

増田寛也

谷垣禎一

「�人口回復には�
20～39歳の女性の�
減少を食い止めよ」

「�介護や建設業の�
外国人活用は重要。�
だが、慎重にやる」

東京大学客員教授

法務大臣

■ 社人研と国連で大きく違う推計
（→P45）
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人口減のウソ・ホント
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収
束
さ
せ
る
事
を
決
め
た
」。
前

日
の
2
月
6
日
、
2
0
1
3
年
度

第
3
四
半
期
の
決
算
説
明
会
に
登

壇
し
た
平
井
一
夫
社
長
は
、
パ
ソ

コ
ン
事
業
を
投
資
フ
ァ
ン
ド
の
日

本
産
業
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
へ
売
却
す

る
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

こ
の
日
の
決
算
発
表
で
は
、
通

期
最
終
損
益
が
従
来
の
3
0
0
億

円
の
黒
字
予
想
か
ら
一
転
、
1
1

0
0
億
円
の
赤
字
に
沈
む
見
通
し

が
示
さ
れ
た
。
期
初
1
0
0
0
億

円
の
営
業
利
益
を
見
込
ん
だ
エ
レ

キ
部
門
の
赤
字
継
続
が
要
因
で
、

3
0
0
億
円
の
赤
字
に
沈
む
と
み

ら
れ
る
パ
ソ
コ
ン
事
業
は
そ
の
主

犯
格
の
一
つ
だ
。

　

1
9
9
6
年
発
売
の
Ｖ
Ａ
Ｉ
Ｏ

は
、
個
性
的
な
ス
タ
イ
ル
と
ビ
デ

オ
編
集
機
能
の
強
化
で
一
世
を
風

靡
し
、
と
り
わ
け
欧
州
で
の
人
気

は
高
か
っ
た
。
新
興
国
向
け
の
低

価
格
品
な
ど
普
及
品
を
作
り
始
め

た
こ
と
で
、
10
年
度
に
は
年
間
8

7
0
万
台
と
ピ
ー
ク
を
つ
け
る
。

だ
が
数
量
を
追
い
か
け
て
い
く
作

戦
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
パ
ソ
コ
ン
と

し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
棄
損
さ

せ
、
パ
ソ
コ
ン
市
場
の
不
振
と
と

も
に
利
益
の
出
な
い
体
質
に
な
っ

て
い
っ
た
。

　
Ｖ
Ａ
Ｉ
Ｏ
の
立
ち
上
げ
に
か
か

わ
っ
た
辻
野
晃
一
郎
ア
レ
ッ
ク
ス

期
退
職
制
度
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
」
│
│
。

2
月
7
日
午
前
10
時
半
。
東
京
・

品
川
の
ソ
ニ
ー
旧
本
社
ビ
ル
（
御

殿
山
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
Ｎ

Ｓ
ビ
ル
）
8
階
の
会
議
室
に
集
め

ら
れ
た
約
30
人
の
社
員
た
ち
は
、

3
月
中
旬
に
開
始
す
る
早
期
退
職

支
援
制
度
の
募
集
対
象
と
な
っ
た

こ
と
を
告
げ
ら
れ
た
。

　

彼
ら
が
所
属
す
る
の
は
、「
キ

ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
室
」。戦
力
外
と

さ
れ
た
中
高
年
社
員
を
集
め
、
社

内
外
へ
の
求
職
活
動
を
行
わ
せ
る

た
め
に
設
立
さ
れ
た
部
署
だ
。
グ

ル
ー
プ
全
体
で
1
0
0
人
程
度
が

籍
を
置
く
。
今
回
、
こ
の
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
室
と
並
ん
で
希
望
退

職
の
対
象
部
署
と
さ
れ
た
の
が
、

「
Ｖ
Ａ
Ｉ
Ｏ
」
ブ
ラ
ン
ド
で
展
開

す
る
パ
ソ
コ
ン
事
業
で
あ
る
。

　
「
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
事
業
の

再
建
に
向
け
パ
ソ
コ
ン
は
こ
こ
で

と
い
え
る
。

　

か
つ
て
で
あ
れ
ば
、
退
職
を
拒

否
し
た
場
合
に
所
属
す
る
部
署
が

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
室
だ
っ
た
。

し
か
し
、
昨
年
春
、
同
室
の
存
在

が
報
じ
ら
れ
る
と
、「
追
い
出
し

部
屋
」
だ
と
し
て
批
判
が
集
ま
っ

た
。
そ
こ
で
オ
フ
ィ
ス
の
引
っ
越

し
や
イ
ベ
ン
ト
設
営
を
受
託
す
る

関
連
会
社
が
受
け
皿
と
な
る
な
ど

し
て
、
13
年
3
月
時
点
で
は
2
5

0
人
い
た
室
員
を
1
0
0
人
ま
で

減
ら
し
て
き
た
。
今
後
も
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
室
は
規
模
を
縮
小
し

て
い
く
方
向
で
あ
り
、
Ｖ
Ａ
Ｉ
Ｏ

部
門
の
多
く
の
社
員
は
希
望
退
職

の
道
へ
進
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

今
後
は
、
パ
ソ
コ
ン
事
業
以
外

に
つ
い
て
も
、
大
規
模
な
希
望
退

職
の
募
集
を
行
う
可
能
性
が
高

い
。
現
在
の
ソ
ニ
ー
の
不
振
は
、

エ
レ
キ
部
門
全
体
の
地
盤
沈
下
が

背
景
に
あ
る
た
め
だ
。

　

6
日
の
発
表
で
は
今
年
7
月
を

メ
ド
と
し
た
テ
レ
ビ
事
業
の
分
社

化
も
発
表
さ
れ
た
。
収
益
責
任
の

明
確
化
が
目
的
だ
。
テ
レ
ビ
と
い

え
ば
か
つ
て
高
画
質
の
「
ト
リ
ニ

ト
ロ
ン
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
」
で
世
界

市
場
を
席
巻
す
る
な
ど
、
長
ら
く

ソ
ニ
ー
の
看
板
商
品
だ
っ
た
。
だ

が
今
で
は
完
全
に
韓
国
、
中
国
勢

の
後
塵
を
拝
し
て
い
る
。
今
期
10

期
連
続
の
赤
字
と
な
る
見
通
し

で
、
す
で
に
累
積
赤
字
は
7
0
0

社
長
は
「
か
つ
て
Ｖ
Ａ
Ｉ
Ｏ
部
隊

は
精
鋭
の
集
ま
り
だ
っ
た
。
人
材

や
Ｖ
Ａ
Ｉ
Ｏ
と
い
う
ソ
ニ
ー
最
強

の
サ
ブ
ブ
ラ
ン
ド
の
力
を
、
縮
小

す
る
パ
ソ
コ
ン
事
業
に
固
定
化
し

て
お
く
必
要
は
な
く
、
他
の
商
品

や
新
商
品
へ
活
用
で
き
た
は
ず
」

と
悔
し
が
る
。「
た
と
え
ば
、
富

士
フ
イ
ル
ム
は
写
真
事
業
が
急
縮

小
す
る
中
、
化
粧
品
に
乗
り
出
し

て
会
社
を
救
っ
た
。
逆
境
下
で
も

新
し
い
事
業
を
生
み
出
す
の
が
経

営
者
の
仕
事
だ
。
そ
う
し
た
努
力

を
必
死
に
な
っ
て
や
っ
た
よ
う
に

は
見
え
な
い
」。

　

ソ
ニ
ー
で
は
現
在
お
よ
そ
1
1

0
0
人
が
パ
ソ
コ
ン
事
業
に
従
事

し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
日
本
産

業
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
が
設
立
す
る
新

会
社
に
移
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

2
5
0
〜
3
0
0
人
程
度
。
残
る

8
0
0
人
強
は
他
の
事
業
部
門
へ

の
配
置
転
換
を
検
討
す
る
と
し
て

い
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
会
社
が
異

動
先
を
紹
介
す
る
の
で
は
な
く
、

自
力
で
探
せ
、と
い
う
意
味
だ
。

　

異
動
先
を
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ

た
場
合
、
次
の
選
択
肢
と
し
て

「
早
期
退
職
」
が
待
っ
て
い
る
。

割
増
退
職
金
は
月
収
の
36
カ
月

分
。
13
年
3
月
期
に
国
内
外
で
1

万
人
の
人
員
削
減
を
行
っ
た
と
き

の
割
増
退
職
金
が
40
カ
月
分
だ
っ

た
の
と
比
べ
る
と
若
干
少
な
い

が
、
そ
れ
で
も
か
な
り
の
高
水
準

「
早

核心リポート

本
誌
：
風
間
直
樹

パ
ソ
コ
ン
撤
退
、テ
レ
ビ
分
社
化
、事
業
や
資
産
の
切
り
売
り
は
い
つ
ま
で
続
く
の
か
。

パ
ソ
コ
ン
で
終
わ
ら
な
い

切
り
刻
ま
れ
る
ソ
ニ
ー

01-1

決算説明会に急きょ登
壇した平井一夫社長
（中央）。エレキ再建の
正念場を迎えている

高
水
準
の
割
増
退
職
金
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方
は
4
9
5
9
万
人
。
も
う
一
方

は
8
4
4
7
万
人
。
な
ぜ
2
倍
近

く
の
差
が
あ
る
の
か
│
│
。

　

2
1
0
0
年
の
日
本
の
人
口
推
計
の
話

で
あ
る
。
前
者
は
日
本
の
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
（
社
人
研
）、
後

者
は
国
際
連
合
に
よ
る
も
の
だ
（
い
ず
れ

も
出
生
・
死
亡
中
位
推
計
）。

　

社
人
研
の
4
9
5
9
万
人
と
は
現
在
の

3
分
の
1
で
あ
り
、
明
治
時
代
の
水
準

だ
。
こ
の
〝
明
治
回
帰
説
〞
は
こ
れ
ま
で

か
な
り
確
か
ら
し
い
予
測
と
し
て
受
け
止

め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、「
社
人
研
の

予
測
は
最
近
の
〝
変
化
〞
を
十
分
に
取
り

入
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
」。
こ
う

問
題
提
起
す
る
の
は
、
歴
史
人
口
学
が
専

門
の
鬼
頭
宏
・
上
智
大
学
教
授
だ
。

　

変
化
と
は
合
計
特
殊
出
生
率
（
以
下

「
出
生
率
」）
の
好
転
だ
。
過
去
ほ
ぼ
一
貫

し
て
下
が
り
続
け
た
が
、
2
0
0
5
年
の

1
・
26
を
底
に
回
復
し
、
12
年
は
16
年
ぶ

り
に
1
・
4
を
超
え
て
1
・
41
と
な
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
社
人
研
の
中
位
推
計
で

人
口
減
の
ウ
ソ
・
ホ
ン
ト

人
口
推
計
を
め
ぐ
り
飛
び
交
う
新
説
と
通
説

一減
少
だ
。
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
最
後
に

当
た
る
74
年
生
ま
れ
の
人
は
今
年
40
歳
を

迎
え
る
。
こ
れ
を
境
に
、〝
女
子
〞
の
数

は
が
く
ん
と
減
る
。
30
年
に
は
10
年
対
比

で
20
〜
39
歳
女
性
の
数
が
半
分
以
下
に
な

る
市
町
村
が
全
国
に
3
7
3
も
あ
る
。
こ

れ
で
は
1
人
当
た
り
の
指
数
で
あ
る
出
生

率
が
多
少
よ
く
な
っ
て
も
焼
け
石
に
水
と

な
り
か
ね
な
い
。

　

課
題
先
進
国
と
い
わ
れ
る
日
本
に
と
っ

て
、
最
も
大
き
い
課
題
の
一
つ
が
人
口
減

少
問
題
だ
。

　

日
本
の
人
口
は
今
後
、
三
つ
の
段
階
を

経
て
減
少
し
て
い
く
（
47
㌻
上
図
）。
第

1
段
階
は
25
年
ご
ろ
ま
で
で
、
後
期
高
齢

者
が
爆
発
的
に
増
加
す
る
（
そ
れ
以
上
に

若
年
層
が
減
少
す
る
た
め
、
全
体
と
し
て

は
人
口
減
）。
そ
れ
を
過
ぎ
る
と
高
齢
者

の
人
口
増
加
は
一
服
す
る
が
、
若
年
層
の

減
少
は
さ
ら
に
進
む
。
第
3
段
階
は
50
年

以
降
。
こ
の
頃
を
境
に
、
後
期
高
齢
者
の

数
も
減
り
始
め
る
。
若
年
層
の
減
少
と
相

ま
っ
て
、
総
人
口
は
坂
を
転
げ
る
よ
う
に

減
る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
だ
。

　

ま
た
、
人
口
の
減
少
は
複
雑
な
プ
ロ
セ

ス
を
た
ど
る
。
た
と
え
ば
第
1
段
階
の
後

期
高
齢
者
激
増
は
特
に
東
京
を
中
心
と
し

た
首
都
圏
で
よ
り
顕
著
と
な
る
。
と
こ
ろ

が
、
東
京
中
心
部
で
は
介
護
資
源
が
、
東

京
周
辺
部
で
は
医
療
資
源
が
決
定
的
に
足

け
込
み
〞
的
な
出
産
を
し
た
た
め
だ
」

　

社
人
研
の
金
子
隆
一
副
所
長
は
こ
う
し

な
が
ら
も
、
1
人
が
一
生
に
生
む
数
は
増

え
て
お
ら
ず
、「
出
生
率
が
さ
ら
に
回
復

す
る
根
拠
を
持
つ
に
は
至
っ
て
い
な
い
」

と
説
明
す
る
。
ま
た
、
国
連
の
予
測
に
関

し
て
は
、
人
口
が
安
定
状
態
に
な
る
人
口

置
換
水
準
（
日
本
で
は
現
在
2
・
07
。
す

べ
て
の
女
性
が
2
・
07
人
生
む
と
人
口
は

増
え
も
減
り
も
し
な
く
な
る
）
に
、
将
来

の
あ
る
時
点
で
戻
る
と
い
う
目
標
を
設
定

し
て
推
計
し
て
い
る
と
も
言
う
。

　

人
口
の
行
方
を
楽
観
視
で
き
な
い
も
う

一
つ
の
理
由
は
、
20
〜
39
歳
女
性
の
数
の

上
が
る
。
夫
婦
完
結
出
生
児
数
は
長
ら
く

2
・
07
人
で
動
か
な
か
っ
た
が
、
90
年
以

降
変
化
し
、
95
年
生
ま
れ
で
は
1
・
74
人

と
仮
定
し
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
平
均
初
婚
年
齢
は
中
期
的
に

は
重
要
な
要
素
。
離
死
別
再
婚
効
果
係
数

は
、
離
婚
す
る
と
出
生
率
が
減
る
一
方

で
、
再
婚
す
る
と
子
ど
も
の
数
が
多
く
な

っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
、
1
に
近
い
数

字
で
あ
る
か
ぎ
り
大
き
な
影
響
は
な
い
。

　
「
時
系
列
的
な
出
生
率
は
06
年
か
ら
確

か
に
改
善
し
た
。
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
の
人
た

ち
が
そ
れ
ま
で
の
世
代
に
比
べ
出
産
を
先

延
ば
し
に
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、〝
駆

は
60
年
ま
で
1
・
33
〜
1
・
38
の
水
準
で

推
移
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
、

「
過
去
の
ト
レ
ン
ド
に
強
く
影
響
さ
れ
て

は
い
な
い
か
」（
鬼
頭
教
授
）
と
い
う
意

見
を
呼
ぶ
。

　

社
人
研
の
出
生
率
予
想
の
前
提
は
四
つ

の
要
素
か
ら
成
る
（
右
㌻
下
表
）。
こ
の

う
ち
社
人
研
が
重
視
す
る
の
が
、
生
涯
未

婚
率
と
子
ど
も
の
数
の
変
化
だ
。
1
9
6

0
年
生
ま
れ
（
現
在
54
歳
）
の
未
婚
率
は

9
・
4
％
だ
が
、
95
年
生
ま
れ
（
現
在
19

歳
）
は
こ
れ
が
20
・
1
％
に
倍
増
す
る
と

見
る
。
子
ど
も
を
持
た
な
い
（
0
人
）
女

性
も
同
17
・
5
％
か
ら
35
・
6
％
へ
ハ
ネ

Part 1
人口推計「再考」
「100年後は明治の水準に逆戻り」…
灰色一辺倒だった推計に異論が。一
方、東京では新たな問題も浮上。

３
段
階
の
人
口
減

地
域
で
異
な
る
問
題

社人研と国連で大きく違う推計
─国立社会保障・人口問題研究所と国連の人口推計─

女性の数が減っていく
─出生率は底を打ったが…─

出生率は底を打った
─合計特殊出生率の推移─

生涯未婚、子どもなしの女性が増える
─社人研が出生率を1.30台で据え置くワケ─

出生率に明るさ見え た日本の人口だが…

0222号_1特_人口減 
p03-06_総論_1

（億人）

（出所）総務省「国勢調査報告」「人口推計資料」、内閣統計局「明治五年以降我国
の人口」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（2012年、
出生中位・死亡中位）」、国連
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国連
8447万人

社人研
4959万人

推計

国連と社人研で
は実に3500万
人もの差がある

0222号_1特_人口減 
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（注）1947～ 72年は沖縄県を含まない　（出所）国立社会保障・人口問題研究所
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計特殊出生率が改善
しても子どもの数は

即座には増えない。20～
39歳女性の数は団塊ジュ
ニア（1971～74年生まれ）
をピークに今後減少するた
め、少子化対策なしには、
出生数増は簡単ではない。

合

ーホートとは生まれ
年が同じ集団の意

味。ある世代がどういうラ
イフコースをたどるかが社
人研推計の前提となってい
る。女性の出生力4要素で
特に影響が大きいのは②の
生涯未婚率だ。現在50歳
の女性で一度も結婚してい
ない率が 9.4%なのに対
し、1995年生まれの女性
は5人に1人が未婚であろ
うと仮定されている。

コ

0222号_1特_人口減 
p03-06_総論_3

出生率 20～39歳
女性の数

1960年
生まれ

1995年
生まれ

0222号_1特_人口減 
p03_総論イラスト

0222号_1特_人口減 
p03_総論イラスト

現在54歳 現在19歳

女性の
出生力の
4要素

1  平均初婚年齢 25.7歳 28.2歳
2  生涯未婚率 9.4% 20.1%

3  夫婦完結出生児数 2.07人 1.74人
4  離死別再婚効果係数 0.962 0.938

子どもの
数

0人 17.5% 35.6%

1人 13.9% 18.2%

2人以上 68.6% 46.2%

コーホート合計特殊出生率 1.81 1.35

（注）現在の年齢は2014年の満年齢　（出所）国立社会保障・人口問題研究所

将来推計人口の
出生仮定（中位仮定）

0222号_1特_人口減 
p03_総論イラスト

子どもは1人か、持た
ない夫婦も増えている

撮影：梅谷秀司
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